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初登庁で花束を受け取る大森町長

　

こ
の
た
び
の
能
登
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、町

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
よ
り
力
強
い
ご

支
援
と
心
温
ま
る
ご
厚
情
を
賜
り
、四
月
十
日
、能

登
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
能
登
町
は
、皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と

お
り
、先
人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
豊
か
な
環
境

に
囲
ま
れ
、培
わ
れ
、継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
の
文
化

に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
独
自
の
文
化
は
、「
世

界
農
業
遺
産
」や「
日
本
遺
産
」へ
登
録
さ
れ
る
な
ど

大
変
魅
力
的
な
農
山
漁
村
で
す
。

　

私
は
、先
人
た
ち
が
守
り
育
て
て
き
た
伝
統
文
化

を
継
承
し
、地
域
へ
の
愛
情
を
育
み
、そ
し
て「
ふ
る

さ
と
能
登
町
」を
愛
す
る
心
を
醸
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

◎
真
心
を
も
っ
て
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け

◎
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
に
し
て
い
く
た
め

◎
み
ん
な
の
思
い
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

「
和
」を
持
っ
て
、ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新しい能登町へ
　　持木町政持木町政からから大森町政大森町政へへバトンバトン

町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

大森　凡世  【おおもり・かずよ】

昭和 37 年 11 月生まれ（58 歳）

拓殖大学政経学部卒業。
昭和 61 年に旧能都町役場入庁。
平成 29 年 4 月から健康福祉課長を務め、
令和 3 年 2 月退職。

趣味　スポーツ観戦
好きな言葉　初心忘るべからず

　

能
登
町
と
し
て
初
め
て
の
町
長
交
代

に
あ
た
り
、
4
月
9
日
、
役
場
応
接
室

で
事
務
引
継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
信
行
副
町
長
の
立
ち
会
い
の
も

と
、持
木
一
茂
町
長
と
大
森
凡
世
新
町

長
が
そ
れ
ぞ
れ
引
継
書
類
に
署
名
し
、

全
て
の
執
務
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

持
木
町
長
か
ら
大
森
新
町
長
へ
事
務
引
継
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た

　

4
月
10
日
、
二
代
目
と
な
る

能
登
町
長
に
就
任
し
た
大
森
町

長
は
、
12
日
、
初
登
庁
し
ま
し

た
。
玄
関
に
集
ま
っ
た
職
員
約

１
０
０
人
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、

花
束
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

就
任
訓
示
で
は
、「
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
町

民
は
も
ち
ろ
ん
職
員
間
で
も
気

遣
い
を
大
切
に
、
心
を
持
っ
て

町
民
に
接
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

大森町政がスタート！

新体制のもと、能登町は次の一歩を踏み出し
ました。町長、職員が一丸となり新たな時代に
向けて町づくりが始まります。

　平成17年4月、能登町の初代町長として就任し、
4期16年の任期を満了した持木町長の退任式が、
4月9日に行われました。
　持木氏は、職員約100人を前に、これまでを振り
返り「多くの課題に向き合い、精いっぱい取り組ん
できた。能登町になって4期16年、能都町時代を含
めると21年2カ月の長きにわたり町長の重責を担
うことができたのも、町を愛する多くの方々の温か
いご支援そしてご協力があったからであり、心より
感謝申しあげます。」と挨拶しました。
　退任式終了後、多くの町民や職員に拍手で見送ら
れ、庁舎を後にしました。

退
任
式
を
終
え
、職
員
ら
か
ら
の

感
謝
の
拍
手
が
わ
き
起
こ
る
中
、

退
場
す
る
持
木
町
長

1
階
ホ
ー
ル
に
見
送
り
に
集

ま
っ
た
住
民
ら
か
ら
贈
ら
れ

た
花
束
を
笑
顔
で
受
け
取
る

持木町長退任
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4
月
8
日
、
県
立
能
登
高
等
学
校
で
令
和
3

年
度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
来
賓
な
ど
の
関
係
者
ら
の
温
か
な

拍
手
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
入
場
し
た
新
入
生
ら

が
、
担
任
の
先
生
に
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
読

み
上
げ
ら
れ
、
角
秀
明
校
長
が
入
学
を
許
可
し

ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
、
松
村
佑
月
さ
ん
と
山
本

龍
之
介
さ
ん
が
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

角
校
長
が
「
友
情
を
育
み
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
普
通
科
に
23
人
、
地
域
産
業
科

に
34
人
の
合
わ
せ
て
57
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　のと九十九湾観光交流センター「イカの駅つくモール」芝生内に巨
大スルメイカが誕生しました。
　町では、スルメイカ漁で栄えた小木地区の魅力向上と、特産品であ
るイカを ＰＲ し、観光誘客とスルメイカの消費を促すために「巨大ス
ルメイカ」のオブジェを設置しました。能登町の観光の「顔」となる
イカの駅つくモールの魅力向上と新しい観光集客の拠点としての役割
も期待されます。
　親しみやすく、わかりやすい愛称をご応募ください。

　募集要項

応募締切　5月18日㊋まで
応募資格　なし（どなたでも応募できます）
応募方法　専用フォームまたは応募用紙に必要事
　項を記入のうえ応募してください。
　必要事項：①氏名  ②年齢  ③住所 

　　　④連絡先（電話番号） ⑤愛称 

　　　⑥愛称の説明

　
☆専用フォームはこちらから   →

※応募用紙は、つくモール内に応募箱とあわせて設
　置してあります。
注意事項
・地域住民や観光客の方々に親しみやすく、わかり
やすいもの。
・公共性などから愛称としてふさわしいもの。
その他
・最優秀賞などに記念品を贈呈します。
※同名の愛称に複数の応募があった場合は抽選とな
　ります。
・応募は、1回につき1点
※1人何点でも応募できます。

問（仮称）愛称募集選考委員会
　（ふるさと振興課内）☎62-8526 

令和 3 年 3 月 31 日完成

巨大スルメイカ巨大スルメイカのの愛称を募集しますを募集します
～行こう！遊ぼう！応募しよう！～

　基本コンセプト
「食うか喰われるか」 
つくモールでイカを食べ、モニュメントのイカ
に食べられる体験
○リアルさ･･･存在のインパクト、スルメイカを忠
　実に表現
○楽しさ･･･家族・カップル・友達等様々な人に記
　憶に残る(撮影スポット)
○おどろき･･･現実ではありえない、イカに食べら
　れる体験
○安全性･･･構造・強度を考慮したフォルム
○話題性･･･ＳＮＳやＷＥＢ、広告などにより「イ
　カの町」を発信

【設置概要】

場所　石川県鳳珠郡能登町字越坂18字18番1 　
　　イカの駅つくモール（出入口芝生内）
規模　全長13.0ｍ  幅9.0ｍ
構造　内部：鉄骨（溶融亜鉛メッキ仕上げ）
　　　本体：ＦＲＰ(繊維強化プラスチック)　
　　　　　　にウレタン塗装

■来場時のご注意
※胴体や頭の上など高い所は大変危険となりますの
　で登らないで下さい。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着
　用や手指の消毒を徹底して下さい。

 能登高新入生
　みつめる未来

　

4
月
8
日
、
令
和
3
年
度
の
能
登
高
校
始
業

式
が
行
わ
れ
、
香
川
県
立
高
松
桜
井
高
校
か
ら

地
域
み
ら
い
留
学
生
と
し
て
、本
年
度
一
年
間
、

能
登
高
校
に
通
う
高
砂
信
章
さ
ん
が
角
校
長
か

ら
生
徒
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
。
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
２
，
3
年
生
ら
に
拍

手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
砂
さ
ん
は
、
柳
田
の
学
校
寮
に
入
寮
し
、

地
域
産
業
科
の
水
産
コ
ー
ス
で
漁
業
を
学
び
ま

す
。
普
通
科
の
授
業
や
鳳
雛
塾
の
ゼ
ミ
な
ど
に

も
参
加
し
な
が
ら
、
2
年
生
の
1
年
間
を
能
登

で
過
ご
し
ま
す
。

 地域みらい留学
　　   ３６５「地域みらい留学 365」とは ･･･

　日本ではじめて、高校 2 年生の 1 年間の国内単
年留学を実現します。内閣府と（一財）地域・教育
魅力化プラットフォームが共同で立ち上げ、今年度
から全国で始まりました。
　都市部などの高校生が、都会では味わえない本物
の自然や文化に触れ、新たに出会う友達や世代を越
えた仲間たちとともに、地域の魅力を肌で感じ、生
きた課題に向き合う 1 年間。その経験を通し、将
来にわたり地方に関わる「関係人口」の増加と、留
学生らのその後の高校生活や人生につながる「自ら
みらいを創る力」を育みます。
　本年度の県内での採択校は、能登高校のみです。

　コロナ禍が続く中、宇出津の曳山祭りは、2 年連続で
曳山巡行を中止し、神事のみが営まれました。
　白山神社では 4 月 17 日に執り行われ、白山曳山保存
会の会員らが木遣り唄を奉納しました。
　18 日に神事を行った酒垂神社では、境内で曳山が展
示されました。曳山の伝統的な組み立て技術の継承のた
め、実行委員会の若衆らが年配者に教わりながら、組み
立てや飾り付けなどの作業を 2 週に分けて行い、完成さ
せました。境内には、これまでの写真も飾られ、見学に
訪れた住民らが昔を懐かしむとともに、来年の祭り開催
に向け、期待を寄せました。

春を告げる「宇出津曳山祭り」春を告げる「宇出津曳山祭り」 雨
の
中
、記
念
写
真
を
撮
り
に

訪
れ
る
家
族
連
れ

過
去
の
写
真
が
並
び
、家
族

や
知
人
を
見
つ
け
昔
話
に

盛
り
上
が
る
姿
も

新入生代表の決意を述べる松村さん（右）と山本さん（左）
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漁
や
釣
り
で
魚
を
海
中
か
ら
引
き
揚
げ
る

際
、
水
圧
の
低
下
で
目
が
飛
び
出
し
て
し
ま

う
「
眼
球
突
出
」
の
症
状
を
そ
の
場
で
直
す

技
を
、
金
沢
大
学
の
研
究
施
設
「
能
登
海
洋

水
産
セ
ン
タ
ー
」が
生
み
出
し
ま
し
た
。「
魚

の
見
た
目
が
悪
く
な
り
価
格
が
下
が
る
の
を

防
ぎ
た
い
」
と
い
う
地
元
漁
師
ら
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
研
究
に
着
手
。
メ
ス
な
ど
を

使
っ
て
目
の
近
く
に
た
ま
っ
た
空
気
を
抜
く

処
置
方
法
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

能
登
海
洋
水
産
セ
ン
タ
ー
は
地
元
の
漁
師

ら
に
処
置
の
コ
ツ
な
ど
詳
し
く
伝
え
て
実
際

に
船
上
な
ど
で
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。
考

案
し
た
松
原
創は

じ
めセ

ン
タ
ー
長
は
「
原
因
が
水

圧
と
分
か
っ
た
た
め
、
例
え
ば
ゆ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
水
面
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
眼

球
突
出
が
避
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
も
研
究
を
続
け
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

「
眼
球
突
出
」
解
消
法
を
考
案

　
　 

金
大 

能
登
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

耕
作
放
棄
地
な
ど
で
営
農
す
る
企
業
を
支

援
す
る
「
い
し
か
わ
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン

ド
」
の
事
業
採
択
交
付
式
が
3
月
26
日
、
県

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
稲
や
露
地
野
菜
な

ど
県
内
で
新
規
も
し
く
は
事
業
拡
大
さ
れ

た
9
社
の
事
業
が
採
択
、
そ
の
う
ち
能
登

町
か
ら
は
新
規
で　

内
浦
ア
グ
リ
サ
ー
ビ

ス
、
事
業
拡
大
で　

岩
井
戸
農
産
、　

Ｓ
Ｋ

Ｙ
フ
ァ
ー
ム
、
北
能
産
業　

の
4
社
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
採
択
交
付
式
で
は
フ
ァ
ン
ド
を
運
用

す
る
「
い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機
構
」
理

事
長
の
谷
本
正
憲
県
知
事
か
ら
採
択
決
定
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

い
し
か
わ
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン
ド

    

　  

町
か
ら
4
事
業
者
が
採
択
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県
内
一
斉
に
海
岸
清
掃
活
動
を
行
う
「
ク

リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し
か
わ
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
町
で
は
「
ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
い
し

か
わ
in
の
と
ち
ょ
う
」
と
し
て
3
カ
所
の
海

岸
で
行
い
ま
す
。

　

町
の
美
し
い
海
岸
と
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　

5
月
30
日
㊐　

7
時
か
ら

場
所
　
恋
路
海
岸
、
五
色
ケ
浜
、
羽
根
海
岸

　
　
　

問
農
林
水
産
課
☎
（
62
）
８
５
２
４

お
知
ら
せ

困
っ
た
ら
悩
ま
ず
「
行
政
相
談
」

中
立
の
立
場
か
ら
そ
の
解
決
を
図
り
、
行
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
行
政
相
談
業
務
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
行
政
相
談
委
員
、
石
川
行
政

評
価
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
町
に
お
け
る
定
例
相
談
所
の
開
設
日

は
、「
く
ら
し
の
掲
示
板
」
に
て
毎
月
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
の
行
政
相
談
委
員

　

廣
橋
義
男
さ
ん
＝
石
井
＝

　

宮
谷
内
絹
子
さ
ん
＝
恋
路
＝

問
総
務
省
石
川
行
政
評
価
事
務
所

　
　

☎
０
７
６
（
２
２
２
）
５
２
３
２

　

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
９
０
）
１
１
０

　

総
務
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

採択を受けた関係者と谷本知事

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
窓
口
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。
失
業
等
の
理
由
で
申
請
さ
れ
る
と

き
は
、
失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
証
明

書
等
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
の
期
間
は
、
申
請
時
点
の
2
年
1
か

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
3
年
度
分
（
令
和

3
年
7
月
分
か
ら
令
和
4
年
6
月
分
ま
で
）

の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
3
年
７
月
１
日
か

ら
開
始
で
す
。

受
付
窓
口　

住
民
課
・
各
支
所

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
・
失
業
を
理
由
と

　

す
る
場
合
は
離
職
票
や
船
員
手
帳

　
　

問
住
民
課
年
金
係
☎
（
62
）
８
５
1
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除
・

　
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

役
場
で
の
手
続
き
や
銀
行
の
口
座
開
設
、

郵
便
局
で
の
郵
便
物
受
取
な
ど
、
身
分
証
明

書
を
ご
提
示
い
た
だ
く
場
面
が
増
え
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
運
転
免
許
証

な
ど
と
同
等
の
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
、
官
民
問
わ
ず
幅
広
く
利
用

可
能
で
す
。

・
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な

　

い
人

・
学
生
さ
ん
な
ど
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

　

を
お
持
ち
で
な
い
人

・
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
写
真
付
き
の
身
分
証

　

明
書
を
記
念
に
作
り
た
い
人　

な
ど

初
回
申
請
は
無
料
で
す
。
本
人
確
認
の
際
の

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
ぜ
ひ
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
臨
時
窓
口
】

日
時　

5
月
8
日
㊏　

９
時
～
12
時

仕
事
な
ど
で
平
日
に
カ
ー
ド
の
受
取
り
が
で

き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

   

問
住
民
課
住
民
係
☎
（
62
）
８
５
1
０

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か
？

処置前

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
全
般
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
受
け
、
公
正
・

お
知
ら
せ

5
月
30
日
は
「
ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ

　
　 

い
し
か
わ 

in  

の
と
ち
ょ
う
」

処置後

　

4
月
2
日
、
役
場
で
人
権
擁
護
委
員
感
謝

状
・
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
期
9
年
3
か
月
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活

動
に
尽
力
し
た
宇
出
津
の
久
田
幸
子
さ
ん
に

持
木
町
長
か
ら
法
務
大
臣
感
謝
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
川
口
裕
子
さ
ん
＝
宇
出
津
＝

が
就
任
し
、
再
任
の
舘
博
之
さ
ん
＝
瑞
穂
＝

と
と
も
に
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
4
月
1
日
か
ら
の
3
年
間
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス

人
権
擁
護
活
動
に
感
謝

　
　
　
後
任
に
川
口
裕
子
さ
ん感謝状を受ける久田さん

春季火災予防運動パレードを実施春季火災予防運動パレードを実施

町内各地区を防火パレード

　春の火災予防運動週間中の 3 月
21 日、能登町消防団が各地区にお
いて防火パレードと消防訓練を行い
ました。
　防火パレード後の訓練では、消防
団員は迅速な消火活動が行えるよう
に消防水利や資器材、ポンプ自動車
からの放水や中継操作などについて
確認しました。
　高倉分団では、国重要有形民俗文
化財に指定された能登内浦の木造船

「ドブネ」を展示しているドブネ収蔵
庫にて防ぎょ訓練が行われました。 ドブネ収蔵庫で防ぎょ訓練

能登町消防団本部  地域の防災強化に向けて新体制に能登町消防団本部  地域の防災強化に向けて新体制に
　4 月 1 日、能登町消防団長の辞令交付式が行われました。
退任する谷政伸一さん＝波並＝と、新任の新谷正仁さん＝
小木＝に辞令が手渡されました。
　2 期 4 年にわたり団長を務めた谷政さんは「家族や皆さ
んの支えがあってこそ続けられた。今後も地域防災に協力
したい」と話しました。新たに就任した新谷さんは「団員
の育成・強化を図っていきたい」と意気込みを語りました。

消防功労者消防庁長官表彰受章消防功労者消防庁長官表彰受章
　4 月 1 日、役場で消防功労者消防庁長官
表彰受章報告式が行われました。
　消防団本部の細畑芳彦副団長と坂下芳明
高倉分団長が持木町長に永年勤続功労章受
章を報告しました。

新たに就任した川口さん

辞
令
を
受
け
取
っ
た
谷
政
さ
ん

（
左
）
と
新
谷
さ
ん
（
右
）

受章した細畑副団長（左）と坂下分団長（右）

( 農 )

( 農 )

( 株 )

( 株 )



のとキリシマ　しいのき迎賓館で展示

　４月下旬から能登各地で見頃を迎えるのとキリシマ
ツツジの展示会は 3 月 16 日から 6 日間、金沢市にあ
るしいのき迎賓館で開かれました。
　ＮＰＯ法人「のとキリシマツツジの郷」などでつく
る「花の力」プロジェクト実行委員会が主催し、県立
大の温室で開花時期を１カ月半ほど早めた盆栽６点な
どを展示。来場した人たちは、ＮＰＯの大路篤夫理事
長の説明に一足早い春を感じていました。

鍬入れをする持木町長と泉谷珠洲市長

「ごみ焼却施設建設工事」安全祈願祭・起工式

全国高校総体カウントダウンボード設置 決意宣言を読み上げる首田交通推進隊長

春の全国交通安全運動出発式

　4 月 3 日、春の全国交通安全運動出発式が役場で行
われ、交通推進隊や交通安全協会、安全運転管理者協
議会など、およそ 30 人が参加しました。
　式では交通推進隊の首田正次隊長が、交通事故防止
と交通安全の推進活動に向け、力強く決意宣言をしま
した。終了後、交通安全協会の中山幸永会長の合図に
合わせ、パトカーや推進隊員の車が、役場前から赤ラ
ンプ警戒へと出発しました。

　7 月 28 日から 31 日にかけて町で開催が予定されて
いる全国高校総体ソフトテニス競技大会（男子）の開
催 100 日前を記念し、4 月 19 日、役場 1 階里海ラウン
ジにカウントダウンボードが設置されました。
　除幕の後、大森町長がボードに最後の 1 ピースを貼
り完成させました。開催ＰＲのため、役場正面玄関に
もフロアマットが設置されました。
　町でのインターハイ開催は 36 年ぶりとなります。

　3 月 24 日、奥能登クリーン組合ごみ焼却施設建設工
事の安全祈願祭と起工式が、上町地内の建設予定地で
行われました。来賓や関係者らおよそ 50 人が出席し、
工事の安全を祈りました。
　現在の RDF（廃棄物固形燃料化）方式が令和 4 年度
末で終了することから、新たな施設建設の準備を進め
てきました。令和 5 年 1 月から試運転を開始、同年 3
月の完成を予定しています。

  やかな深紅の彩り　一足早く鮮

事の安全と完成願う

 故防止への決意新たに事 

年ぶりのインターハイに向け

　「地域おこし協力隊」として 3 年間、鳳雛塾の講師や
鳳雛ゼミを通し、能登高の魅力向上に尽力してきた木
村聡さんの退任式が、4 月 2 日、役場で行われました。
　今後も能登高魅力化コーディネーターとして学習支
援などに取組む木村さんは「これまで関わった皆さん
に感謝したい」と 3 年間を振り返り、「全国から生徒
が集まってくるような学校となるよう活動を続けたい」
と抱負を語りました。

 地域おこし協力隊退任式

後も能登高の魅力向上へ今

地域おこし協力隊を退任する木村さん

　北陸農政局の農政功績者表彰伝達式が 3 月 23 日、役
場で行われ、農村振興に尽力した時長の花畑壽一さん
が同局の宮崎総務管理官から表彰状を受け取りました。
　花畑さんは、組合長を務めたＪＡ内浦町で農産物直
売所「おくのといち」を設置、現在は「山口みどりの
里保存会」会長として、ブランド米の生産販売、農耕
儀礼「あえのこと」継承に取り組んでいます。「今後も
元気で楽しい集落になるよう努めたい」と話しました。

域の農業発展と振興に尽力
北陸農政局「農政功績者表彰」伝達式

地
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表彰状を受け取った花畑さん（右から 2 人目）最後のピースをボードに貼る大森町長

　4 月 3 日、十郎原の日桂神社で今年の豊
作を祈る「弓引き祭り」が行われました。
　神事が行われ、甲胄姿の氏子らがお祓

はら

い
を受けたあと、神社前の「ばんば」と呼ば
れる御

お た び し ょ

旅所へ向かいました。煙がいぶされ
る中、氏子らは大将役を務める新出豊さん
の号令に合わせ、一斉に矢を放ちます。天
に向かって放つ矢によって、害虫を追い払
い、豊作を願います。
　その後、境内に戻った神職と氏子らによ
り弓引き神事が行われました。およそ 7m
ほど離れた直径 30㎝ほどの的をめがけて矢 よろいかぶと姿で弓を引く大将役の新出さん

作願い矢を放つ「弓引き祭り」
十郎原・日桂神社

工

豊

来場者にのとキリシマツツジの説明をする大路理事長

を放ち、的に当たった矢の本数で、その年の豊凶を占います。
　狩衣姿の猿田彦が邪魔に入る中、射手は真剣な面持ちで狙いを
定め、次々と弓を引きました。
　今年は 2 本の矢が命中し、的に矢が当たると、固唾を飲んで見
守っていた氏子や見物客らから拍手や歓声が沸き起こりました。

今年は
2 本の矢が命中

36
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続続☆☆星星ののささやきささやき
「皆既月食」「皆既月食」 問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」

☎ 76-0101☎ 76-0101

　画像は 2018 年 1 月 31 日の皆既月食の写真です。月食
を連続で撮影し編集したもので、赤い月の周りに黒く地球
の影が見えています。こうして見ると、私たちの住む地球
が宇宙の中に浮かんでいることが実感できますね。

　　　　五十里ののとキリシマツツジ

　五十里酒井家ののとキリシマツツジは、赤を主流とする本品種の中でも紫

色に色づく個体で、紫色では最大級の樹高約 1.3 ｍ、枝張り約 4.2 ｍ、幹周

75㎝を測る。樹齢も最古級の約 250 年と考えられており、DNA 鑑定の結果

から能登にある紫色ののとキリシマツツジは酒井家のものを株分けした可能

性が指摘されている。平成 20 年４月に県指定文化財（天然記念物）となった。

INFORMATIONまちからのお知らせ＆ニュース

のと里山空港イベント

■ 9 日㊐　
　のっぴーグラスづくり
　　「アマビエのっぴー」と
　　　　　　　12 種類の絵柄　

問のと里山空港賑わい創出
実行委員会☎ 0768-26-2303

INFORMATION
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の
と
ち
ょ
う

の
と
ち
ょ
う

　　  

　
　
　
と

　
　

　
　
　
と

　
　        

の
ト
ビ
ラ

の
ト
ビ
ラ

歴
史
歴
史        

文
化
文
化

　

能
登
半
島
の
里
山
里

海
景
観
に
古
く
か
ら
彩

を
添
え
て
き
た
の
が
、
濃

厚
な
赤
色
の
花
を
つ
け

る
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
」
で
す
。

　

古
来
よ
り
、
ツ
ツ
ジ
は

園
芸
・
観
賞
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
延え

ん
ぽ
う宝
年
間

（
１
６
６
１
～
１
６
８
１

年
）
頃
の
ツ
ツ
ジ
園
芸

ブ
ー
ム
で
は
、
薩さ

つ
ま
の
く
に

摩
国

（
現
・
鹿
児
島
県
）
霧き

り
し
ま島

山
か
ら
江
戸
に
渡
っ
た
濃
い
赤
色
の
花
を
つ
け
る
「
霧
島
」
が
最
も

人
気
の
品
種
で
し
た
。
こ
れ
が
能
登
に
伝
わ
っ
て
、
独
自
の
異
変
を

と
げ
た
の
が
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
流
行
が
過
ぎ
去
る
と
「
霧
島
」
の
栽
培
量
は
減
り
、

現
存
す
る
古
木
は
関
東
に
数
例
だ
け
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
近
年
奥
能
登
（
珠
洲
市
・
鳳
珠
郡
周
辺
）
の
寺
社
や
旧
家

の
庭
園
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
古
木
が

５
０
０
株
以
上
も
存
在
し
、
全
国
で
稀
に
見
る
規
模
で
古
木
が
分
布

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
（
62
）
８
５
３
７

そ
の
弐
拾
四    

まちからのお知らせ＆ニュース

のと海洋ふれあいセンターのと海洋ふれあいセンター

期間　5月1日㊏～5日㊌・㊗、
　　　8日㊏、9日㊐、22日㊏、23日㊐
対象　家族または5名程度のグループ1組（事前申込）
　　　※ 5 歳以下のお子様の参加はお勧めできません
定員　1組（1日2組）
場所　のと海洋ふれあいセンター海の自然体験館、　
　　　磯の観察路
時間　① 10:30～12:00　② 13:30～15:00
費用　無料　※高校生以上210円
※参加するときは、動きやすい服装、着替え、タオル、
長靴などの持参・着用をお願いします。　

■磯でアメフラシを見つけよう！

　磯には大きく成長したアメ
フラシがみつかります。その
体の特徴などを解説します。

申込先・詳しくは
　のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919、FAX74-1920
　E-mail：nmci@notomarine.jp

時間　① 10:00 ～ 12:00　　② 13:00 ～ 15:00
場所　のと里山空港　4 階生涯学習センター
費用　無料　一家族 1 個程度、 限定 50 個。
※参加事前予約を受付しますので電話にてお申込み
ください。

■ 

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

問教育委員会事務局
☎ 62-8537 ☆皆 既 月 食 観 察 会☆皆 既 月 食 観 察 会

月食を望遠鏡で観察しましょう！

日　時　5 月 26 日㊌ 19:30 ～ 20:30
定　員　30 名
料　金　　高校生以上 330 円、小中学生 220 円、
　　　　 乳児無料
予　約　お電話でご予約ください
その他　来館の際はマスクを着用ください

　5 月 26 日には日本全国で皆既月食が見られます。
能登町では 18:53 の月の出から 21:52 の月食終了ま
での 3 時間ほど、普段とは違う月の様子を楽しむこ
とができます。月食は太陽 - 地球 - 月が一直線に並
んだ時、月が地球の影に隠れる現象で、だんだんと
月が欠けていくように見えます。月が完全に影の中
に入る皆既食の間は、月が全く見えなくなるわけで
はなく、地球の大気を通過した太陽光が月を照らし
赤銅色に見えます。
　能登町では、月の出の時刻には月食が始まってい
るので月は欠けながらのぼってきます。皆既食にな
る時間は 20:11 ～ 20:26 までの 15 分間です。月食
は特別な道具がなくても肉眼で見て十分楽しめま
す。双眼鏡や望遠鏡があると月面の様子がよく見え
て一層おもしろいものです。

☆ＣＤコンサート in プラネタリウム☆ＣＤコンサート in プラネタリウム
今回はプラネタリウムの星空を眺めながら聴きたい

「星」ソング特集です♪
日　時　5 月 22 日㊏ 16:00 ～ 17:00
定　員　50 名
料　金　　高校生以上 550 円、小中学生 330 円、　
　　　　 乳児無料
予　約　お電話でご予約ください
その他　来館の際はマスクを着用ください

うみとさかなの科学館うみとさかなの科学館 ☎ 62-4655☎ 62-4655

■今月の教室

◆状況により予告なく内容の変更、休止、臨時閉
館をする場合があります。詳しくはホームページ
やお電話でご確認ください。
◆マスク着用など新型コロナ感染対策に
ご協力をお願いします。

時間　① 9:30 ～ 11:00　② 13:00 ～ 15:30

費用　無料　
◆工作教室は小学生以上が対象です。未就学児は

保護者が付き添い一緒に作ってください。

◆マスク着用など新型コロナ感染対策にご協力をお願いします。

■のとキリシマツツジフェスティバル　
　のとキリシマツツジ愛好家自慢の盆栽展示や、
大人気の苗木即売会が今年も開催！
　お手頃雑貨が手に入る「のっぴーフリマ＆クラ
フトマーケット」に「テイクアウト広場」の出店
があります。
　能登各地の太鼓などによるステージイベントも
開催します！

期間　5 月 3 日㊊・㊗～ 5 日㊌・㊗
時間　10:00 ～ 16:00（最終日は 15:00 まで）
場所　のと里山空港　芝生広場

◆会場は人数制限等を行います。
◆マスク着用など新型コロナ感染対策にご協力をお願いします。

休館日    毎週月曜日　
　※ 5 月 3 日㊊・㊗は開館します

海藻しおり工作ペーパーウエイト工作

※新型コロナウイルス感染症の影響により、行事・
　イベントが急きょ中止になる場合があります。
　ホームページをご覧いただくか、問合せ先に確
　認ください。
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今月の納期　5月31日㊊
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

１
期

5 月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

【能登町役場】

〒 927-0492
宇出津ト字 50 番地 1
☎ 62-1000　FAX62-4506
4 階
　議会事務局　☎ 62-8540
3 階
　総務課　　　☎ 62-8532
　　危機管理室☎ 62-8533
　　秘書室　　☎ 62-8534
　企画財政課　☎ 62-8535
　教育委員会事務局
　　　　　　　☎ 62-8537
2 階
　建設水道課　☎ 62-8523
　農林水産課　☎ 62-8524
　農業委員会　☎ 62-8525
　ふるさと振興課
　　　　　　　☎ 62-8526
　　地域戦略推進室
　　　　　　　☎ 62-8527
1 階
　住民課　　　☎ 62-8510
　会計課　　　☎ 62-8511
　健康福祉課
　　医療　　　☎ 62-8512
　　児童福祉　☎ 62-8513
　　健康推進　☎ 62-8514
　　福祉　　　☎ 62-8515
　　包括支援センター
　　　　　　　☎ 62-8516
　　介護保険　☎ 62-8517
　税務課 
　　納税　　　☎ 62-8518
　　収納　　　☎ 62-8519

■柳田総合支所☎ 76-8300
■情報ネットワークセンター
ＣＡＴＶ放送室☎ 76-8301
■内浦総合支所☎ 72-2500
■小木支所       ☎ 74-1111
■鵜川支所　　☎ 67-2221

13_NOTO＋2021.05

　

　松くい虫の被害を防ぐため、ヘリコ
プターによる防除薬剤空中散布を行い
ます。
　気象条件や航空会社の都合などによ
り、散布日時を変更する場合がありま
すので、ご理解をお願いします。

空中散布予定日
　5 月 18 日㊋
散布地区
　高倉・宇出津・三波・鵜川・
　小間生・桐畑・合鹿・上・
　滝之坊・福光・明生

注意事項
①散布中は、散布区域内や周辺に立ち入らないでください。自動車での

　乗り入れもしないでください。

②散布中、周辺地域にお住まいの人は窓を閉め、洗濯物やペットなどを

　外に出さないでください。

③散布区域周辺で飼養している家畜は畜舎に係留し、区域内の飼料は 4

　週間程度与えないでください。

④散布区域内の山菜や山水は、4 週間以上経過するまで口にしないでく

　ださい。

⑤散布区域内に入るのは、2 週間以上経過してからにしてください。

山に入るときはご注意を山に入るときはご注意を
松くい虫防除薬剤空中散布松くい虫防除薬剤空中散布

■補助金交付対象者
　町内に自らが居住するために、次の①～⑤のいずれにも該当する住宅
を新築もしくは増改築する、または新築住宅を購入する人が対象です。
　①県産材使用量が 7㎥以上であること。ただし、平成 30 年度中に契
　　約が完了したものは 5㎥以上であること
　②原則として、住宅等の引渡日が事業実施年度内であること
　③県の認定する「県産材住宅ビルダー」が建築する住宅であること
　④新築の場合、床面積が 70㎥以上であること
　⑤「民間施設県産材需要創出モデル推進事業」における補助金助成の
　　採択を受けていないこと

　住宅の新築や改築に県産材を使うと町の補助金が受けられます。

能登町石川県産材利用促進事業

住宅の新築や改築は県産材で！

■補助金額
県産材使用量

（㎥／件）

補助金額

（円／件）

20 以上 60,000

7~20 未満 40,000

問農林水産課☎ 62-8524

問農林水産課☎ 62-8524
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。

　「新しい生活様式」の中で自転車利用が推奨される中、自転車
利用者の交通違反や交通マナーの悪化が指摘されています。
自転車を有効に活用するためにも、安全な利用を心掛けましょう。

5 月 5 日は自転車の日

　2020 年 4 月 1 日より、町の様々な場所で受

動喫煙対策が推進されています。そろそろ禁煙

しようかなと考え始めているなら今がチャンス

です。自分で禁煙されるのもいいですし、禁煙

治療を受けるのも一つの選択肢です。

ご自分に合った選択で禁煙してみましょう。

5 月はサイクルマナーアップ強化月間です

5 月 31 日は

世界禁煙デーです

医療機関 電話番号 診療日

公立宇出津
総合病院 62-1311 午後 2 時～

検診科へ要予約

升谷医院 72-1151 ㊊㊋㊌㊎、
予約不要

持木メディカル
クリニック 62-1210 ㊊㊋㊍㊎㊏の午前 

予約不要

柳田温泉病院 76-1223 ㊊～㊎、要予約

珠
洲
市

珠洲市
総合病院 82-1181 ㊍の午後 2 ～ 4 時 

耳鼻咽喉科へ要予約

あいずみ
クリニック 82-0002 ㊊ ~ ㊏の午前、

要予約

町内・近隣の禁煙外来

眞智富子教育長

【まち・とみこ】昭和38年8月生
岡山理科大学卒業。
平成31年4月から町立宇出津小学校
長を務め、令和3年4月退職。
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＝
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子
＝
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）
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委
員
会
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選
任
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新
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芳
美
＝
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）
新
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公
平
委
員
会
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任
に
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て

　
（
芦
田
正
良
＝
中
斉
＝
）
再
任

安全利用５つのポイント
①自転車は車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道を通行する場合は歩行者優先で
　車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
⑤子どもはヘルメットを着用

◇自転車の交通ルールを守りましょう
　正しいルールを知り、安全に自転車を利用しましょう。

◇自転車を定期的に点検整備しましょう
　ブレーキがきかないなどの整備不良が思わぬ事故につながることが

　あります。定期的に点検整備しましょう。

◇自転車保険に加入しましょう
　自転車は車の仲間（軽車両）ですが、車のような自賠責保険はあり

　ません。万が一の事故に備えて自転車保険に加入しましょう。


